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四国防災・危機管理特別プログラム
– ⼤規模広域災害やグローバル化する危機に対して、適切
かつ迅速に対応できる専⾨家を養成する事業

• 「⽂部科学省平成24年度⼤学間連携共同教育推進事業」に採択
• ⾹川⼤学と徳島⼤学が連携して開設、⾹川県、徳島県が協⼒

– ３つのコースに分かれた⼤学院の講義
• ⾏政・企業防災・危機管理マネージャー養成コース
• 救急救命・災害医療・公衆衛⽣対応コーディネーター養成コース
• 学校防災・危機管理マネージャー養成コース

プログラム修了⽣数

達成目標
26年
度

実績

27年
度

実績

28年
度

実績

行政・企業防災コース 37 11 29

救急救命・災害医療コース 3 3 7

学校防災コース 5 2 6

合計 45 16 42

３年間 修了生数
合計 １０３名

修了要件
共同実施科目：4科目7単位
ｺｰｽ専門科目 ：3科目5単位

合 計 ：12単位

救急救命・災害医療・公衆衛⽣対応
コーディネーター養成コース

被災住⺠の視点に⽴って、災害時医療、医療
機関のBCP策定、公衆衛⽣対策、メンタルヘ
ルスサポート体制をコーディネートできる⼈
材の育成を⽬指す。

学校防災・危機管理
マネージャー養成コース

地域コミュニティと連携して、学校・地
域の防災教育、教育継続計画（ECP）策
定、児童・⽣徒の安全・安⼼を守れる指
導者の育成を⽬指す。

⾏政・企業防災・危機管理
マネージャー養成コース

地域社会を構成する⾃治体・企業・地
域組織のリスクマネジメント、組織及
び地域のBCP策定、住⺠の安全・安⼼
を守れる防災・危機管理マネージャー
の育成を⽬指す。 講義⾵景課題作成

（コンプライアンスリスクマップ）

講義⾵景
（TV会議システムによる遠隔講義）

災害状況再現・対応能⼒訓練システム

PFA研修
避難所運営シミュレーション

救急救命・災害医療
カードゲーム訓練

特別プログラム コース選択
四国防災・危機管理特別プログラム授業科目一覧
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区分 科目名称 単位数 開講学期 曜日

共同実施基礎科目

リスクコミュニケーション (1年生) ２ 前期
月

18:30～
危機管理学 (1年生) ２ 前期

火
18:30～

災害と健康管理・メンタルヘルス
ケア (1年生) ２ 後期

火
18:30～

防災・危機管理実習 (1年生) １ 前期
集中

(6/25～6/26)

行政・企業防災・危機管理
マネージャー養成科目群

行政・企業のリスクマネジメント
(1年生) ２ 後期

水
16:20～

事業継続計画（BCP）の策定と実践
(2年生) ２ 前期

月(香川大)
月(徳島大)
16:20～

救急救命・災害医療・公衆
衛生対応コーディネーター
養成科目群

災害医療マネジメント (2年生) ２ 前期
金

18:30～
健康危機管理 (1年生) ２ 後期

金
18:30～

学校防災・危機管理マネー
ジャー養成科目群

教育機関のリスクマネジメント
(1年生) ２ 後期

火
16:20～

教育継続計画（ECP）の策定と実践
(2年生) ２ 前期

火
16:20～

実務演習科目

行政・企業防災・危機管理実務演習
(2年生) １ 後期

救急救命・災害医療実務演習
(2年生) １ 後期

学校防災・危機管理実務演習
(2年生) １ 後期

H28年度 カリキュラム（講義科目群）



外部評価委員会

四国防災共同教育センター
センター⻑（⾹川⼤学特任教授・⽩⽊渡）

事 務 組 織

＜⾹川⼤学＞
教育・学⽣⽀援室

⼯学部
医学部

＜徳島⼤学＞
⼯学部

産学連携・研究推進課

副センター⻑
（⾹川⼤学教授・⿊⽥泰弘）
（徳島⼤学教授・中野 晋）

運営・評価委員会

⾹川⼤学・徳島⼤学
⾹川県・徳島県

四国防災共同教育センター
平成28年度/実施体制

香川大学長・徳島大学長

構 成 員

＜⾹川⼤学＞
センター教員

＜徳島⼤学＞
センター教員

技術補佐員
事務補佐員 技術補佐員

企画委員会

遠隔講義

受講生同士のリアルタイムのやりとり

香川大学
工学部

香川大学
医学部

徳島大学
工学部

授業風景（共通コース）
リスクコミュニケーション

授業風景（共通コース）
危機管理学



授業風景（共通ｺｰｽ）
災害と健康管理・メンタルヘルスケア

授業⾵景（共通コース）
防災・危機管理実習 （夏季集中講義）

授業風景（行政企業コース）
行政・企業のリスクマネジメント （香川大学） 授業風景（行政企業コース）

行政・企業のリスクマネジメント （徳島大学）



授業風景（行政企業コース）
事業継続計画（BCP）の策定と実践（香川大学・徳島大学）

講義⾵景（災害医療コース）
災害医療リスクマネジメント

授業風景（災害医療コース）
健康危機管理

授業⾵景（学校防災コース）
教育機関のリスクマネジマント



行政・企業防災の危機管理実務演習（香川大学）
■授業の目的
行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

■授業の概要

行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を担当教員の指導の下で実施し、
実務能力を修得する。
■キーワード
行政、企業防災、実務演習

■到達目標
行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

実務演習のテーマ

地域を知る防災 ～Googleマイマップを活用した四国の防災拠点情報の検討
(入倉英昭、堀野亮治)

災害への備えは十分か ～地震災害・土砂災害・水害からの防災意識の向上策の
検討～ (金城寿人、鎌田卓、近藤智)

日本文化・社会システムに見合う家族型BCP/BCMの提唱
(町川和倫、高口尚也、熊田和輝)

我がまちを知り(昭和南海地震の体験談)防災に備える
～昭和南海地震から70年、我がこと意識を醸成する防災啓発ツールの作成～

(神内康介、辻本守、唐渡沙耶香)
レジリエンスの視点から見た想定外災害時の避難所運営の課題と対応策の提案

(土居峰、泉田数佳、石野紗衣)

地区防災計画に関した地区防災組織の連携強化について
(森西康裕、大石修作、阿部龍矢)

発表風景（香川大学）

行政・企業防災・危機管理実務演習（徳島大学）
■授業の目的
行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

■授業の概要

行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を担当教員の指導の下で実施し、
実務能力を修得する。
■キーワード

行政・企業防災・実務演習
■到達目標
行政・企業防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

実務演習のテーマ

ニタコンサルタントのレジリエンス向上に向けて(小笠直孝)
洪水災害における地域住民の避難行動のリスクマネ
ジメント (泉谷 依那)

災害時の参集体制シミュレーションと事業継続計画
(井原 正裕)

沿岸域フィールドワーク時における安全確保の手法
(中河 哲郎)

災害時に備えた認可型BCP及び災害時地域協定の作成
(藤坂早智子)

橋梁の自然災害などに対するリスクマネジメント
(岡村 宗一郎)

徳島県版道路啓開計画（南海トラフ地震対策編）における
当社工区の施工計画 (姫野 敬行)

防風林の防災機能向上のための樹種の選定に関す
る研究 (末廣 聖志)

安否確認の現状を踏まえた、すだちくんメールの実効性を
高めるための手段に関する研究 (中野 大輔)

日本における竜巻の危機管理 (八谷 実)

鳴門市を対象とした津波避難可能距離の検討について
(来島 正典)

兵庫県御前浜での調査時におけるリスクマネジメント
(鴨狩 諒)

南海トラフ地震に備えた被災地での雇用による支援
(土屋 和隆)

地方都市における地域防災のための合意形成手法
について (福永柚理子)

発表風景（徳島大学）



救急救命・災害医療実務演習

実務演習のテーマ

救命救急センターの看護師に対する災害研修 (國方 美佐・秋山 恭子)

災害時対応 (石元 康仁)

ロジスティクス（業務調整員）の役割について(野口 悠高)

降雨時における流域内での斜面崩壊の危険性予測の情報伝達について(長谷川 諒)

一般市民の災害医療への理解促進を目指して(岡田 紘明)

人間心理・行動を踏まえた避難誘導の方法、避難所設営・運営の実際(國方 識盟)

授業の目的
災害・危機対応マネージャー（医療分野）として、職場や地域で実践できる行動力を養う。

■授業の概要
自ら職場・地域の問題点を抽出し改善していくための手段や手順を学習する。
■キーワード
問題解決能力、地域医療貢献、行動力・実践力
■到達目標
１．問題点の抽出ができる。
２．問題点の解決を通して地域医療に貢献できる。

授業風景

学校防災・危機管理実務演習
■授業の目的
学校防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

■授業の概要

学校防災危機管理マネージャーに必要な防災・危機管理に関する実務演習を担当教員の指導の下で実施し、
実務能力を修得する。
■キーワード

学校防災・実務演習
■到達目標
プログラムに対応した防災・危機管理に関する実務演習を通して、実務能力を修得する。

実務演習のテーマ

阿南一中校区防災体制検討会―地域と学校の連携を目指して― (野村誠也)

被災地に対する外部支援のあり方‐熊本支援体験のインタビューから伝わるもの‐
(川瀬公美子)

高等学校看護科生の地域防災訓練への参加を通して防災教育を考える(渡部栄子)

『身近な体験活動を取り入れた防災教育』 (藤井惠子)

自主防災組織と学校の連携 (福田育久)

「整理収納・防災犯カルタ」を使った子どもへの防災教育提案 (道久礼子)

発表資料



講義内容の評価

• 前期、後期の講義終了時に、１つ１つの講義
について授業評価アンケートを実施
– いずれの講義も、概ね７～８割が総合的に満足

– 質問内容
• 講義はわかりやすかったですか

• 座学と異なる、グループに分かれたワークショップや
論文発表などの講義形式に満足していますか

• 講義の時間帯は適切ですか

• カリキュラムに外部講師を組み込むことは有効ですか

• あなたは、総合的に判断してこの授業に満足していま
すか

平成28年度アンケート結果（共通科目）

防災・危機管理実習(N=34)

危機管理学(N=33)

「あなたは、総合的に判断してこの授業に満⾜していますか？」

リスクコミュニケーション(N=32)

災害と健康管理メンタルヘルスケアー
(N=24)

災害・危機対応マネージャーの資格認定

• 四国防災・危機管理特別プログラムを修了すると取得



金沢東急ホテル会場で成果報告（平成29年2月28日）

土木学会誌に掲載


